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課題、評価のフィードバック 試験の解答用紙は、要請があればいつでも開示できるよう準備しておく。

15%授業態度・授業への参加 ○ ○

小テスト・授業内レポート ○ ○ ○ ○ 50%

宿題・授業外レポート ○ ○ 35%

定期試験（中間・期末試験）

① 代表的な心理療法並びにカウンセリングの概要について説明できる。
② 地域支援の概要について説明できる。
③ 心理に関する支援を要する者の特性や状況に応じて適切な支援方法が異なることを説
明できる。
④ 良好な人間関係を築くためのコミュニケーションの必要性について説明できる。
⑤ 心理療法やカウンセリングの適用には限界があることを説明できる。
⑥ 心理に関する支援を要する者等のプライバシーに配慮する必要性について説明でき
る。

① 代表的な心理療法並びにカウンセリングの歴史、概念、意義及び適応について概説で
きる。
② 訪問による支援や地域支援の意義について概説できる。
③ 心理に関する支援を要する者の特性や状況に応じて適切な支援方法を選択・調整する
ことができる。
④ 良好な人間関係を築くためのコミュニケーション能力を身につける。
⑤ 心理療法やカウンセリングの適用には限界があることを説明できる。
⑥ 心理に関する支援を要する者等のプライバシーに配慮できる。

成績評価観点
知識・理解 思考・判断 関心・意欲 態度 技能・表現 その他 評価割合

標準的な到達レベル（合格ライン）の目安 理想的な到達レベルの目安

○ 自分の意見や考えを説明し、他者と協調して積極的にコミュニケーションをとることができる。

広い視野と論理的・批判的思考力を身につけ、困難な課題や予測不能な事態に直面しても適切に対処することができる。

社会の一員としての自覚を持ち、社会生活の場において、地域を支える社会人・職業人としてふさわし関心・意欲・態度を示すことができ
る。

評価方法

心理に関する支援（相談、助言、指導その他の援助）
① 代表的な心理療法並びにカウンセリングの歴史、概念、意義及び適応について概説できる。
② 訪問による支援や地域支援の意義について概説できる。
③ 心理に関する支援を要する者の特性や状況に応じて適切な支援方法を選択・調整することができる。
④ 良好な人間関係を築くためのコミュニケーション能力を身につける。
⑤ 心理療法やカウンセリングの適用には限界があることを説明できる。
⑥ 心理に関する支援を要する者等のプライバシーに配慮できる。

学習のアドバイス
（勉強方法、履修に必要な

予備知識など）

授業で使用する専門用語については、授業後各自調べ、理解しておくこと。
日常生活の中でも、自らのコミュニケーションに注意深くなり、自己や他者の感情の動きについて敏感に観察できるとよい。

ディプローマポリシーとの
関連

【教養学部　地域教養学科のディプロマポリシー】

○ 専攻分野それぞれの基礎的な知識を確実に身につけ、それらを活用して基本的な問題を解決することができる。

○ 専攻分野それぞれの基本的スキルを、地域社会に貢献するために活用することができる。

　

　

科目名 カウンセリング演習 ナンバリング PSY462 授業形態

代表教員 山本佳子 担当教員 ○山本佳子

授業の概要

心理面接の基本的態度やスキルについて、実習場面を通した基本的な水準の知識及び技能の修得を目的とし、具体的な場面を想定した役割演技
（ロールプレイング）を行い、かつ、事例検討も含めて以下の課題を取り上げる。
① 心理に関する支援を要する者等に関する以下の知識及び技能の修得
　　　ア コミュニケ－ション、イ 心理検査、ウ 心理面接、エ 地域支援等
② 心理に関する支援を要する者等の理解とニーズの把握及び支援計画の作成
③ 心理に関する支援を要する者の現実生活を視野に入れたチームアプローチ
④ 多職種連携及び地域連携
⑤ 公認心理師としての職業倫理及び法的義務への理解

演習

対象学年 3 年 開講時期 後期 科目分類 選択 単位数 1 単位

到達目標
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参考書 必要に応じて推薦する。

参考URLなど

その他

授業外学習の指示

講義内容については、知識として習得するだけでなく、その意味を理解し、ロールプレイで試行するスキルと共に、日常生活の中でも活用・練習で
きるように心がけること。
ディスカッション課題については、他者の意見を参考にしながらレポートにまとめる。

（授業外学習時間：　毎週 分）

教科書 教科書は指定しない。

第１５回 カウンセリングの今後の発展 カウンセリングの社会での今後の働きについて考える。

試験

第１３回 カウンセリングの限界２ カウンセリングの危険性について事例をもとに考える。

第１４回 カウンセリングの倫理 プライバシーを守ることと、対象者の安全の確保について考える。

定期試験は行わない。

第１１回 日常生活の中でのカウンセリングマインド
日常生活の中で生かせる「カウンセリングマインド」について共に考
える。

第１２回 カウンセリングの限界１ カウンセリングの限界例について知り、その適用について考える。

第９回 地域支援２
地域支援の実際について、具体例をもとに、あるべき姿をディス
カッションする。

第１０回 訪問支援
訪問支援の在り方や、今後のコミュニティつくりについて共に考え
る。

第８回 地域支援１
カウンセリングの応用としての「地域支援」についての現状を解説
する。

第５回 来談者中心療法１ ロジャーズの来談者中心療法の理論について説明する。

第６回 来談者中心療法２
来談者中心療法の基本となるカウンセリング技法について説明し、
ロールプレイで体験する。

カウンセリングの概念、学ぶ意味
カウンセリングの定義、目的を説明し、授業の目的を明らかにす
る。

第2回 カウンセリングの歴史
「カウンセリング」の成立までの流れを知り、当初の必要性を明らか
にする。

第４回 代表的な心理療法
代表的な心理療法（行動療法・精神分析・認知療法）についてその
背景と共に説明する。

第７回 来談者中心療法３ 傾聴について解説し、体験を重ねる。

授業計画

回次 テーマ 授業内容 備考

第１回

第３回 カウンセリングの意義・働き カウンセリングの具体例を示し、その意義や働きについて説明する

授業の進め方 授業は、講義とロールプレイ、ディスカッションで、構成する。


